
国際ロータリー第 2 6 5 0地区 2017-18年度地区運営について 

            

 

１．RI会長テーマと会長方針の推進 

 

①RI会長テーマ 

「ロータリー：変化をもたらす」 ROTARY : MAKING A DIFFERENCE 

 

②2017-18年度ロータリーの目標 

 

優先項目 1の目標：クラブのサポートと強化 

 

1. 効果的な戦略計画を立案、実施するロータリークラブと地区の数を増やす。 

2. 会員賞の受賞クラブ数を増やす。 

3. クラブ会員基盤の多様性（年齢全般、性別、人種、職業）を高める。 

4. ロータリーにふさわしい若い職業人やロータリー学友、自営業、独立業務請負人、個人

事業主、退職したばかりの人を勧誘して会員増強を図る。 

 

優先項目 2の目標：人道的奉仕の重点化と増加 

 

5. ポリオ撲滅という世界の子どもたちへの約束を果たす。 

6. 6つの重点分野における奉仕活動と支援を奨励して、ロータリアンと学友のロータリー

財団に関する知識と参加を増やす。 

7. ロータリー財団の年次基金への寄付（Every Rotarian Every Yearの推進）と恒久基金

への寄付（2025年までの目標 20億 2500万ドルに近づける）を増やす。 

8. 財団への寄付及びクラブ会員増強と奉仕活動の目標をロータリークラブ・セントラルで

提出するクラブの数を増やす。 

 

優先項目 3の目標：公共イメージと認知度の向上 

 

9. ロータリーの人道的奉仕の影響を明確に伝えられるようにするため、データを集めてク

ラブの奉仕時間と寄付を数量化する。 

10. ロータリーの人道的奉仕が世界にもたらす影響に関する資料をクラブや地区に提供す

る。 

11. ポリオ撲滅におけるロータリーの役割と、ロータリー財団の次世紀に向けた「世界でよ

いことをする」計画の周知を図る。 



12. 多様なメディアを通じてロータリーを紹介するようクラブと地区に奨励する。 

 

２．地区活動方針 

 

地区内 97クラブが、ロータリーに愛着と誇りを持ち、地域社会に変化をもたらす奉仕活動を通

じて、活き活きとした自信と輝きに満ちた魅力あるクラブづくりを目指していただけるよう、ガ

バナー及び地区は各クラブへの支援を使命とし、応援団の役割を果たします。 

 

①クラブの主体性を尊重し、能動的な取り組みを重視した支援体制の充実 

 

最優先の地区の役割と責任は、各クラブへの支援と強化です。クラブの主体性を尊重するととも

に、ロータリーの目的や奉仕の哲学の本質を見極め、核心を突くクラブの能動的な取り組みを支

援します。また、改正クラブ標準定款に基づくクラブの裁量を活かした柔軟なクラブ運営を通じ

た活気あるクラブづくりを後押しします。さらに、地区はクラブが予測できない課題や対応が困

難な問題に対して、これらの解決に向けた最大限の努力をします。 

 

②人々の人生を変え、地域に、国々に、そして世界に変化をもたらすロータリーら

しい奉仕活動の支援 

 

各クラブが位置する地元はもとより、広く世界の地域社会の要請に目を向けた奉仕活動の推進を

サポートします。とりわけ、国際ロータリー及びロータリー財団の資源・ネットワークをフルに

活用したクラブ独自、もしくは複数のクラブの連携による、また、政府や行政、国内外の他の奉

仕団体とのパートナーシップによるダイナミックでインパクトのあるロータリーらしい奉仕活

動の具現化を支援します。 

 

③クラブと地区との開かれた意思疎通の促進 

 

クラブとガバナー・ガバナー補佐、地区委員会との双方向なコミュニケーション及び対話の強

化・充実を図り、相互の意思疎通を円滑にすることでクラブと地区の連携をより密接に図ります。 

 

④活力あるクラブの基盤づくりのサポート 

 

各クラブが自らの特色や個性を把握し、それぞれの歴史、文化、そして実状に沿った会員増強を

はじめ、ロータリー及びクラブの公共イメージや認知度の向上等これら会員並びにクラブの基盤

強化を図るためのアイデアや対策に関する情報を提供します。そのためにも、My Rotary やロ

ータリークラブ・セントラルをはじめとするオンラインツールの活用を広くクラブに呼びかけ、

促進します。 



 

⑤クラブの未来像、将来のありたい姿を構想し、中長期の視点に立ったクラブ戦略

計画の策定と推進の支援 

 

2016 年規定審議会の結果に伴い、すべてのロータリークラブに新しい柔軟性が認められたこと

に鑑み、各クラブがそれぞれの未来像、将来のありたい姿を構想し、中長期の視点に立ったクラ

ブ戦略計画の策定と推進を支援します。とりわけロータリーにふさわしい 40歳以下の若い職業

人や女性、ロータリー学友、退職したばかりの人材の会員増強を図ります。 

 

３．ロータリー財団等への支援 

 

①ロータリー財団への寄付  会員１人当たり  180ドル以上 

②ポリオプラスへの寄付  会員１人当たり  2,000円以上 

③公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄付  会員１人当たり  24,000円以上 

④ロータリー希望の風奨学金への寄付 会員１人当たり  ５,000円以上 


